
北海道大学大学院地球環境科学研究院

大学院地球環境科学研究院

平成20年度～22年度

年 次 報 告 書



北海道大学大学院地球環境科学研究院
年次報告書　平成２０年度～２２年度

目   次

はじめに .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　 1

Ⅰ　総論・機構等
 　　　　１　沿革 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　 3

 　　　　２　組織 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　 5

 　　　　３　職員 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　12

 　　　　４　各種委員会 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　13

 　　　　５　予算 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　17

Ⅱ　研究活動
 　　　　１　研究課題 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　19

 　　　　２　研究業績等 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　22

 　　　　３　研究助成・外部資金 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　49

 　　　　４　研究員・ＲＡ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　67

 　　　　５　研究交流・国際交流 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　72

Ⅲ　教育活動
 　　　　１　学部での講義・演習 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　82

 　　　　２　卒業研究等指導 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　88

 　　　　３　研究生受け入れ状況 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　89

 　　　　４　インターンシップ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　89

 　　　　５　大学院生数 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　89

 　　　　６　研究指導受託学生 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　89

 　　　　７　非常勤講師 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　90

Ⅳ　社会貢献
 　　　　１　公開講座 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　92

 　　　　２　施設公開 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　93

 　　　　３　国・地方公共団体等の委員 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .　94

 V　施設・設備
 　　　　１　図書 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  96

 　　　　２　主要研究機器 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  97

 　　　　３　施設等の安全管理 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  98

Ⅵ　規定・内規 .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 114





はじめに

　大学院地球環境科学研究院は、昭和52年に設立した大学院環境科学研究科か

ら数えて30余年の歴史を刻んでまいりました。この間、平成5年には大幅な改

組を実施し、大学院地球環境科学研究科として生まれ変わり、現在の組織の基

盤が確立しています。平成17年には、北海道大学が、教員が所属して研究を行

う研究院と教育を担う学院という二本構成からなる枠組みを採用したことを契

機に、大学院地球環境科学研究院と大学院生の教育を担う大学院環境科学院と

なりました。後者は、研究科時代から協力講座として加わっていた低温科学研

究所、電子科学研究所、触媒化学研究センターに加え、新たに水産科学研究院、

北方生物圏フィールド科学センター、サステイナビリティ教育研究センターの

教員の参画を得、より包括的な環境科学教育が可能な教育組織になりました。

地球環境科学研究院は、環境科学院における大学院教育の中核をなすとともに、

独立した研究組織として環境科学研究をリードするミッションを担うことが組

織上からも明確になったことになります。日本で、はじめて「環境科学」を冠

した環境科学研究科が設立された時期は、ローカルな環境汚染が少なからず残

っていた時期でもありますが、温暖化やオゾン層などに代表されるように環境

問題は急速にグローバル化し、今や人も含めた生物多様性の保全のためにこれ

らの環境問題を複合的に理解し解決することが求められております。個々の研

究活動に加え、21世紀COEやGCOEの採択など組織としても環境科学の発展に向

けて取り組んでいるところですが、社会から環境科学へ求められるニーズが

刻々と変化する現代において、組織として研究活動を自己評価することは必須

のことであります。これまで研究成果を定期的に報告することはしてきません

でしたが、このような背景をふまえ、評価・成果報告の第一陣として平成20年

度〜22年度年次報告書を発行することにいたしました。

北海道大学大学院地球環境科学研究院長　嶋津克明
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